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物理レザバー計算とは物理ダイナミクスを計算資源として利用する新しい形の情報処理手法で
ある [1–3]。近年ではスピントルク発振器 (STO)を用いた実装が報告されており、高速・微小・高
エネルギー効率な新型情報処理デバイスとして注目を集めている [4]。STOの情報処理能力の向上
は実問題への適用のための重要な課題であるが、STOの非線形で多様な磁化ダイナミクスと情報
処理能力との間には密接な関わりがあり、適切なダイナミクスを選択することで目的の情報処理
能力を大きく向上させられることがわかっている [5]。
本研究では磁場を介して STOを相互に結合した結合スピントロニクスレザバー (CSR)を提案す

る (図 1(a))。我々は、CSRが入力や結合の強度を調整するだけでリミットサイクルやカオスを経
る多様な分岐を呈すことと (図 1(b))、それに誘導されて情報処理能力も劇的に変化することを明
らかにした。結果として、差分方程式の予測 (NARMA10) [6]や人工筋肉の長さ推定 [7]のベンチ
マークタスクにおいて同ノード数の人工ニューラルネットワークで構成されたレザバーであるエ
コーステートネットワークを上回る性能を発揮した (図 1(c))。
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図 1: (a) CSRの模式図。(b) CSRの Lyapunov指数のカラーマップ。(c) ベンチマークタスクの結
果。上段が NARMA10、下段が人工筋肉の長さ推定。
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